
第２部 語句・公式編 

式とか記号を打つのが大変なので、手書きで・・・ 

 



 

 

 

 



★語句集 

ちょっと増やしてみました･･･読んでおくといいかも。 

 

・同位体 

 陽子の数が同じで、中性子の個数が異なる原子核または原子のこと。安定な

安定同位体と不安定で放射能を持つ放射性同位体(ラジオアイソトープ)がある。 

 

・原子量 

 自然界での同位体の存在比をもとに加重平均してもとめた原子の質量のこと。 

 

・半減期 

 放射性核種あるいは素粒子が崩壊して別の核種あるいは素粒子に変わるとき、

元の核種あるいは素粒子の半分が崩壊する期間を言う。これは核種あるいは素

粒子の安定度を示す値でもあり、半減期が短ければ短いほど不安定な核種また

は素粒子ということになる。(From Wikipedia) 

 

・連鎖反応 

 次々と核分裂反応が起こる現象のこと。 

 

・臨界状態 

 連鎖反応が持続的に起こるようになった状態。 

 

・発光 

 物質に熱、電気、光などのエネルギーを外部から与えたときに、物質から光

が放出される現象。 

 

・透過 

 太陽光(白色光)が吸収されることなく物質を通過する現象。このとき、物質

は透明に見える。 

 

※太陽光のうち、ある波長の光が物質に吸収されるとその色の補色を物質の色

として感じる。 

 紫外光･･･～約 380nm 

 可視光･･･約 380nm～約 780nm    これは覚えるとよい。 

 赤外光･･･約 780nm～ 

 



・反射 

 太陽光(白色光)が吸収されることなく物質ではね返されること。このとき、

物質は白色に見える。 

※空が青く見える理由 

 地球に入ってくる太陽光のうち、波長の短い青い光が大気中の微粒子によっ

て散乱されて地表に到達するが、波長の長い赤い光は散乱されにくく直進する。

この散乱された青い光を見ているために、空が青く見えるのである。 

 

※夕焼けが赤い理由 

 夕方に入ってくる光は、大気層を長く透過してくるため、青い光は散乱によ

り散ってしまうため、赤い光しか目に入ってこないため、夕焼けは赤く見える

のである。 

 

・黒体放射 

 外部から入射する熱放射などをあらゆる波長にわたって完全に吸収し、また

放出できて、一定温度に保たれている物質から電磁波が放出される現象。 

 

・金属の仕事関数 

 金属表面から 1 個の電子を外部に取り出すのに必要なエネルギーは金属中の

電子の状態により様々な値をとるが、その最小値は定まった値になり、それを

仕事関数という。 

 

・縮重 

 ２つ以上の異なった物理的状態が同じエネルギー準位をとること。 

 

・物質波 

 全ての物質粒子は波動性を持ち、エネルギーＥ、運動量ｐで運動する粒子に

対応する波は、Ｅ＝ｈν、ｐ＝ｈ/λから決まる振動数ν、波長λを持っており、

この波のことを物質波という。 

 

・分子振動 

 分子が変形する運動。２原子分子では原子間の距離が伸び縮みする振動(伸縮

振動)だけだが、３原子以上の原子からなる多原子分子では結合角が変わる振動

（変角振動）も現れる。 

※あとは過去問のＣＯ2 による温室効果の記述と４章復習問題の[6]を覚えまし

ょう。 


